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農学研究院所蔵の貴重文物（２）

昆虫コレクション

農学研究院昆虫学教室 多田内 修



講演の内容

１ 九大の昆虫標本の概要

２ 初代江崎悌三教授と標本・文献収集の開始

３ 英彦山宮司らからの生物学研究所と標本の寄
贈

４ アジア・太平洋地域への海外調査と標本の集積

５ タイプ標本コレクション

６ 一般標本コレクション

７ データベースの公開

８ 成果の出版物：日本産昆虫総目録等



昆虫の多様性

これまでに記載された全生物種は約１４０〜１８０万、昆虫は
約１００万。多くの研究者は地球上の種数を約 ５００〜

１５００万種程度と見積もっている。昆虫はそのうち７５〜９
０％を占める。熱帯には２００〜７００万程度の昆虫が生息す
ると考えられる。昆虫類は３１目に分類される。



１ 九大の昆虫標本の概要（１）

１ 学内の標本

農学研究院（含：熱帯農学研究センター）

ELKUタイプ、一般昆虫標本

比較社会文化研究院

主にチョウ目、ハエ目標本

総合研究博物館（寄贈・移管標本）

２ 標本総数 約４００万点 国内最多

３ アジア・太平洋地域標本が特色、充実



九州大学の昆虫標本（西日本新聞, ２０１０年７月２７日）



１ 九大の昆虫標本の概要（２）

所蔵経緯

• 九州大学農学研究院昆虫学教室所蔵の昆虫類一般標本コレクショ
ンは教室創設（１９２１年、大正１０年）以来、江崎悌三、安松京三、
平嶋義宏、森本桂、湯川淳一、多田内修の各教授時代のスタッフ、
院生等によって蓄積されてきたものである。

• 特に、創設期の江崎教授は、着任以来昆虫学分野の研究の基本と
なる昆虫標本と文献の収集整理の実現にきわめて熱心に取組み、
この方針は以後も歴代教授により受け継がれている。

• 杉谷（朝鮮半島北部産チョウ目を含む）、徳永（ユスリカ類）、北上
（アミカ類等）、立川（天敵寄生蜂類）、中條（アジア産甲虫類）、福田
（北海道産ハナバチ類）の各コレクションなど、学外から寄贈された
貴重なコレクションも加わっている。



昆虫標本室（農学部１号館）

農学研究院では他
に
農学部２号館
附属図書館標本室

附属彦山生物学実
験施設

熱帯農学研究セン
ター



１ 九大の昆虫標本の概要（３）

特色

• 昆虫学教室創設以来のコレクションのため、多くの分類群にわたっ
ており、日本最大の昆虫類一般標本コレクションである。

• 特にコウチュウ目（約７０万点）、ハチ目（約５０万点）、カメムシ目（約
２０万点）、チョウ目（約２０万点）、ハエ目（約３０万点）が充実してい
る。

• 昆虫学教室ではミクロネシア（江崎・安松教授）、パプア・ニューギニ
ア（平嶋教授）、韓国（森本教授）、インドネシア（湯川教授）、中国、
中央アジア（多田内教授）など多くの海外学術調査プロジェクトを組
織し実施してきた。これら調査によるアジア・太平洋地域産の昆虫コ
レクションに特色がある。

• 農学研究院昆虫学教室以外にも比較社会文化研究、九州大学総
合研究博物館（佐々治、宮川、大塚、烏山等の各コレクション）、熱
帯農学研究センター（アリ類）、附属彦山生物学実験施設（福岡県英
彦山周辺の昆虫類）などで昆虫類の標本を所蔵管理している。



２ 初代江崎悌三教授と標本・
文献収集の開始

• 昆虫学教室は農学部設置時の５講座

の一つ。動物学第二と称した。

• 江崎悌三は大正１２年東京帝国大卒

業と同時に助教授として赴任。翌年か

ら４年半欧米に留学。

• 帰国後昭和５年に教授に昇任。本格

的に講座の整備と発展に取り組む。

２８年間教授として講座を主宰し、昆

虫学研究の基礎を築いた。

• 特に標本と文献の収集に力を注いだ。



江崎教授の収集したカメムシ標本



江崎教授の収集した文献（江崎文庫）

附属図書館で展示中の江崎文庫



文献・別刷類の収集

Zoological Record (1864〜)全巻揃
Annals & Magazine of Nat. Hist. 全巻揃

著者別の膨大な別刷コレクション

Linnaeus (1758） Systema Naturae
他



３ 英彦山宮司らからの生物学実験所
と標本の寄贈

• 英彦山宮司高千穂宣麿男爵より、昭和

１１年に九州帝国大学に私有地１万余

坪と多数の標本が寄贈された。

• 中山悦治氏（地元中山製鋼所社長）が

建物とその付帯工事を寄贈。

• 昭和１１年に生物学実験所開設。

初代所長は江崎教授。

• 歴代スタッフは昆虫学教室と協力

して日本の昆虫学を推進してきた。

• 現在は生物学実験施設と名称が

変更。

高千穂宣麿男爵



彦山生物学実験施設



英彦山昆虫展示室
（九大社会連携事業）

英彦山ケーブルカー花駅内



４ アジア・太平洋地域への海外調査
と標本の集積（１）

• 江崎教授（1899-1957)
樺太、朝鮮、満州、中国、琉球列島、ミクロネシアに採集探検旅
行を行い、莫大な標本を集めた。日本最初の生物地理学会賞
を受賞。動物命名法国際委員。

• 安松教授(1908-1983)
ミクロネシア・コレクションが縁で太平洋地域の昆虫類の地理
的分布の研究をテーマに、ハワイ・ビショップ博物館に教室か
ら多数の留学生を送った。IBP日米科学調査（琉球）等を実施。

日本で最初の生物的防除に成功、九大に生物的防除研究施
設を開設。



４ アジア・太平洋地域への海外調査
と標本の集積（２）

• 平嶋教授

パプア・ニューギニア・プロジェクト

• 森本教授

韓国・プロジェクト

• 湯川教授

インドネシア・プロジェクト

• 多田内教授

中国・プロジェクト、中央アジア・

プロジェクト

パプアニューギニア・
プロジェクト

インドネシア・プロジェ
クト



４ アジア・太平洋地域への海外調査
と標本の集積

ミクロネシア調査の論文別刷

中央アジア・草原のシルクロード調査

中央アジア産ハナバチ類標本DB



５ ELKUタイプ標本（１）

• 標本点数：約３０００点
• 管理部局：農学研究院
• 収蔵場所：農学研究院昆虫学教室

• 標本の概要：タイプ標本は新種を発見し記載された際
に用いられた標本で、分類学においてもっとも基礎的
で重要なものである。本コレクションは、アジア・太平
洋地域の昆虫相解明に貢献してきた価値ある標本類
で、旧シリーズと新シリーズからなる。昆虫学教室の
歴代教員と学生および学外研究者によって記載され
た、カメムシ目、ハチ目、コウチュウ目、ハエ目をはじ
め広範囲な分類群をカバーしている。タイプ標本デー
タベースを構築しWeb上に公開しており、国外研究者
からのタイプ標本貸し出し依頼が増加している。



ELKUタイプ標本



５ ELKUタイプ標本（２）

• タイプ標本(模式標本)は、分類学上新種等の分類単位（タクソン）が設立
され、記載命名された時に用いられた標本で、その中の一個体をホロタ
イプ(完模式標本)、同時に用いられたこれ以外の標本で指定されたもの
はパラタイプ(副模式標本)と呼んでいる。

• 新種の記載にあたっては、その分類単位が他の分類単位と明確に区別
できる標徴を明らかにし、それによって容易に、かつ正確にその分類単
位を同定できるようにしなければならない。もし後世その種に分類学上
の問題が生じた時には、タイプ標本を直接検討することが必要になる。
そのため、タイプ標本は公的な研究機関に保存しておくべき重要な標本
である。

• 九州大学農学研究院昆虫学教室所蔵のタイプ標本は教室創設（1921年、
大正十年）以来、江崎悌三、安松京三、平嶋義宏、森本桂、湯川淳一、
多田内修の各教授時代のスタッフ、院生等によって記載されたタイプ標
本、教室のコレクションに基づいて学外の研究者によって記載されたタイ
プ標本、および寄贈されたタイプ標本からなる。



５ ELKUタイプ標本（３）

特色

• 教室創設以来のコレクションのため、多くの分類群に
わたっており、北海道大学所蔵の昆虫類タイプ標本と
ともに、日本を代表する昆虫類タイプ標本コレクション
である。

• コウチュウ目の789件（登録済み分）を筆頭に、ハチ目、
カメムシ目、チョウ目などが多い。

• 一般昆虫類標本同様、アジア・太平洋地域産のタイプ
標本が多く、常時国内外からのタイプ標本貸出し依頼
がある。

• 最近では台湾、韓国が開始した国外研究機関所蔵タ
イプ標本データベースプロジェクトに協力している。



５ ELKUタイプ標本（４）

公開・発信

• 九州大学昆虫学教室所蔵タイプ標本データ
ベース（ELKUType）をWeb上に公開している。

• ELKUTypeはホロタイプに関するデータベースで、
各レコードには、学名、和名、目名、科名、原著
者、命名年、原記載の出典、タイプの種類と雌
雄、タイプ産地、国、保存形式、パラタイプの有
無、画像等十九項目を収録している。

• URL: http://konchudb.agr.agr.kyushu-
u.ac.jp/elkutype/index-j.html

http://konchudb.agr.agr.kyushu-u.ac.jp/elkutype/index-j.html�
http://konchudb.agr.agr.kyushu-u.ac.jp/elkutype/index-j.html�


ELKUタイプ標本データベース



ELKUタイプ標本データベース



カメムシ目

• 害虫が多く、ウンカ、ヨコバイ、アブラムシ、
カイガラムシ、カメムシなど農作物を吸汁して
直接害を与えるもの、ウイルス病を媒介するも
の、人間の血を吸いかゆみや発疹チフスの媒介
を行うナンキンムシなどがある。

• 水中生活をするタガメ、タイコウチなどは幼魚
を捕食し、魚の養殖上害虫となる。

• 捕食性のものには、天敵となる益虫も多い。



６ 一般標本
6-1  カメムシ目一般標本

• 標本点数：約２００,０００点
• 管理部局：農学研究院
• 収蔵場所：農学研究院昆虫学教室

• 標本の概要：日本で最もよく整理されたカメムシ目標本で
ある。日本におけるカメムシ目昆虫に関する研究は、その
多くが昆虫学教室初代教授の江崎梯三博士以来、宮本
正一博士（九大教授）、石原保博士（愛媛大教授）、日浦
勇博士（大阪市立自然史博物館）、林正美博士（埼玉大
教授）らの九大出身の研究者により行われており、その研
究過程で集積された標本である。カメムシ類、セミ類、ヨコ
バイ類、ハゴロモ類、キジラミ類、カイガラムシ類など、カメ
ムシ目全体を網羅している。とくに水生カメムシ類はアジ
ア最多であり、日本を含む東アジア・東南アジアの標本を
含んでいる。



カメムシ目一般標本



コウチュウ目

• 生物界最大の分類群で、全動植物の１／４を占め
る。

• 世界で約３７万種、日本から約９０００種が記録され
ている。

• 前翅は硬い上翅（鞘翅）となり、飛行の機能を消失
し、後翅は膜質で飛行に用いられ、静止の際に折り
畳まれて上翅と腹部の間に収められる。



6-2  コウチュウ目一般標本

• 標本点数：約７００,０００点
• 管理部局：農学研究院
• 収蔵場所：農学研究院昆虫学教室

• 標本の概要：江崎教授時代の学生であり、後に国際的な
コウチュウ研究者になった、森本桂（九大教授）、木元新
作（久留米大教授）、神谷（佐々治）寛之（福井大教授）ら
によって基礎が作られ、国内外に認知された重要なコウ
チュウ標本コレクションである。日本のコウチュウ相を調べ
る時には必ず参照される標本で、なかでもゾウムシ類は
既知種がほぼ全種そろっている。その他、ハムシ、カミキ
リムシ、ハネカクシ類の標本も充実している、これまで、九
州大学の学生や院生、国内外の研究者の研究材料として
利用されてきており、これまでに膨大な数の新種が発見さ
れ、そのパラタイプ（副模式標本）を多数含んでいる。



コウチュウ目一般標本



コウチュウ目中條コレクション

• 標本点数：約２０,０００点
• 管理部局：農学研究院

• 収蔵場所：農学研究院昆虫学教室

• 標本の概要：日本を代表するコウチュウ研究
者であった故中條道夫博士（香川大教授）が
収集した標本で、東南アジアから発見された
コウチュウ類のタイプ標本を多数含んでいる。
国際的に認知されたコレクションで、国内外
の研究利用が多い。



中條コレクション



コウチュウ目佐々治コレクション

• 標本点数：約６０,０００点
• 管理部局：総合研究博物館

• 収蔵場所：総合研究博物館

• 標本の概要：故佐々治寛之博士（福井大学教
授）により収集されたヒラタムシ上科の国内最大
のコレクションで、多数のタイプ標本と同定標本
からなる。日本産テントウムシ類のモノグラフを
書く際に用いられた標本を含んでいる。本コレク
ションは標本データベース化されている。



佐々治コレクション標本データベース



チョウ目

• チョウとガを含み、小形から大形の昆虫。

• 頭、体、翅、脚は通常密に鱗粉に覆われ、体は
円筒形で比較的柔らかく細長い。

• 口器は大顎が通常退化し、小顎の外葉が伸長し
て１本の管となり、口吻となる。

• 世界で約137,000種が知られ、日本からチョウ約
290種（迷蝶含む）、ガ約4,880種が記録されて
いる。



6-3  チョウ目（チョウ、ガ）
一般標本

• 標本点数：約２００,０００点
• 管理部局：農学研究院
• 収蔵場所：農学研究院昆虫学教室

• 標本の概要：農学研究院昆虫学教室で行ってき
た様々なプロジェクトなどで、教員や学生らに
よって採集された標本で、日本に分布する小蛾
類を含む大多数のチョウ目の科に属する標本が
そろい、参照標本としても充実したものとなって
いる。本コレクションの中には、未記載種が混
じっているため、国内外から多くの研究者が来
訪し、研究に利用されている。



チョウ目（チョウ、ガ）一般標本



チョウ目（チョウ、ガ）一般標本

ギナンドロモルフ標本江崎教授が欧州
留学中に採集し
たチョウ類の標本



チョウ目（チョウ、ガ）杉谷コレクション

• 標本点数：約３６,０００点
• 管理部局：農学研究院

• 収蔵場所：附属図書館

• 標本の概要：初代教授の江崎博士と親交のあっ
た杉谷岩彦博士（京都大学教授）の収集した世
界の美麗なチョウとガのコレクションである。現
在調査が非常に困難な朝鮮半島北部の標本を
多数含み、朝鮮半島の昆虫相を解明する上で、
欠かすことのできない貴重な資料である。



杉谷コレクション



ハエ目

• ハエ、カ、アブ、ブユなどと呼ばれる小形または微
小の昆虫。

• 口器は吸収口で、しばしばなめる口や刺す口となる。

• １対の膜質の前翅をもち、後翅は退化して小さな平
均棍となる。

• 幼虫の多くは、腐朽や腐敗して柔らかくなった有機
質を食物としているが、寄生性のもの、捕食性のも
のもある。

• 人間との関係で最も重要なのは、病原微生物やウイ
ルスを媒介すること。

• 世界で約１０万種、日本で約５２００種が記録。



6-4  ハエ目一般標本

• 標本点数：約３００,０００点
• 管理部局：農学研究院
• 収蔵場所：農学研究院昆虫学教室

• 標本の概要：日本に分布する大多数の科、特に
アタマアブ科、ガガンボ科などに属する標本、ま
た、５代目教授の湯川淳一博士が研究の過程
で収集したタマバエ科コレクションは、日本産の
みならずアジア産のタマバエ類の分類学的研究
を行う上で重要な標本となっている。また、徳永
コレクション（ユスリカ類）は多数のタイプを含ん
でいる。



ハエ目一般標本



ハチ目

• 微細なものから大形まで、ハチとアリを含む。

• 翅は膜質で２対ある。

• 孤独性のものから、高度に社会生活を発達させ
たものまでを含む。

• 人類に有用なものも多く、ミツバチは古代から
養蜂業に利用され、寄生蜂類は害虫の天敵とし
て生物的防除に利用されている。

• 世界で約130,000万種、日本から約4,150種が知られてい
る。



6-5  ハチ目一般標本

• 標本点数：約５００,０００点以上

• 管理部局：農学研究院

• 収蔵場所：農学研究院昆虫学教室

• 標本の概要：安松京三博士、平嶋義宏博士、多田内
修博士の昆虫学教室の歴代教授や、学生らが収集し
た標本で、日本に分布する大多数の科に関する標本
がそろっている。とくにハナバチ類、寄生性ハチ類の
標本が充実しており、中央アジアから東アジアに棲む
ハナバチ類のコレクションは世界一の規模。ハナバチ
類については、標本データベースがほぼ完成し、Web
上に公開している。



ハナバチ類一般標本



ハナバチ類画像データベース



ハナバチ類文献データベース



ハチ目福田コレクション

• 標本点数：約５０,０００点
• 管理部局：農学研究院

• 収蔵場所：農学研究院昆虫学教室

• 標本の概要：福田弘巳博士（北海道大学）が
主として北海道内で採集した膨大なハナバチ
類のコレクションで九大に寄贈された。標本
データベースがほぼ完成し、Web上に公開し
ている。



福田コレクション標本データベース



ハチ目立川コレクション

• 標本点数：約１２,０００点
• 管理部局：農学研究院

• 収蔵場所：農学研究院昆虫学教室

• 標本の概要：立川哲三郎博士（愛媛大学教授）
の収集した寄生性ハチ類のコレクションで、とく
にトビコバチ科の標本が充実している。重要害
虫の天敵となるグループで、ハチとその寄主で
あるカイガラムシとセットになった標本も多数あ
り、応用昆虫学上貴重なコレクションである。



立川コレクションに基づく日本産トビコ
バチ科画像データベース



ハチ目アリ類標本

• 標本点数：約２０,０００点
• 管理部局：熱帯農学研究センター、農学研究院

• 収蔵場所：熱帯農学研究センター、農学研究院

• 標本の概要：２代目教授安松京三博士のコレク
ションをベースに、緒方一夫博士（九大教授）が
アジア各国ならびに中米で採集した、日本を代
表するアリ類コレクション。日本産アリ類の参照
標本は、研究者の利用だけでなく、図鑑などの
写真にもこれまでたびたび使われてきている。



アリ類標本



6-6 特色あるコレクション、一例
ミクロネシア産昆虫標本

• 標本点数：約２７,０００点
• 管理部局：農学研究院
• 収蔵場所：農学研究院昆虫学教室

• 標本の概要：戦前南洋庁の依頼により江崎博士、安
松博士が南洋群島（ミクロネシア）を調査した際に採
集した標本で、ミクロネシアの昆虫相を知る上で基本
となるコレクションである。本コレクションをもとに多数
の新種が発見記載され、ハワイ・ビショップ博物館の
刊行した「Insects of Micronesia」の中心的材料となっ
ている。このコレクションの所蔵を契機に、戦後ビ
ショップ博物館との交流が盛んになり、教室の多くの
院生がビショップ博物館に留学した。



ミクロネシアコレクション

ハワイ・ビショップ博物館

ミクロネシア探検報告書ボックス



6-７ 特殊な標本類

• 化石

冬虫夏草 昆虫化石



6-6 今後のコレクション
DNA バーコード証拠標本

DNA バーコードラベルを付けた証拠標本ハナバチ類のDNA バーコード国際会議



７ データベースの公開
昆虫学データベース(KONCHU)

現在約３０万件の種情報データを公開



８ 成果の出版物：日本産昆虫総目録等
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